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農
家
探
訪

農
家
探
訪

※
取
材
へ
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農 委 だ よ り （2）

い
ち
ご
農
園
で
新
事
業
に
挑
戦

鈴
木
好
雄
さ
ん
（
栗
山
）

　

昭
和
40
年
に
創
業
し
た
、
い

ち
ご
農
園
の
２
代
目
で
代
表
を

務
め
る
鈴
木
好よ
し

雄お

さ
ん
（
67
）。

　

経
営
農
地
は
36
ア
ー
ル
で
、

風
雨
に
さ
ら
す
ひ
と
手
間
を
加

え
る
と
い
う
独
自
栽
培
方
法
を

採
用
し
、
栄
養
価
が
高
く
糖
度

の
あ
る
い
ち
ご
を
生
産
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
農
協
へ
の
卸
売

り
販
売
の
ほ
か
、
地
元
企
業
数

社
と
と
も
に
開
発
し
た
「
い
ち

ご
ジ
ャ
ム
」、「
い
ち
ご
ア
イ
ス
」

な
ど
を
、
地
域
の
祭
り
や
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
直
接
販
売

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
軒
並
み
自
粛
・
中
止

と
な
り
、
直
接
販
売
の
売
り
上

げ
も
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
息
子
で
次
期
代
表

の
尚た
か

明あ
き

さ
ん
（
39
）
を
中
心
に
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
経
営
規

模
の
拡
大
と
同
時
に
、
機
械
設

備
の
導
入
に
よ
り
新
た
に
ド
ラ

イ
フ
ル
ー
ツ
の
商
品
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
フ
ル
ー

ツ
本
来
の
う
ま
み
や
栄
養
を
濃

縮
で
き
、
保
存
期
間
や
消
費
期

限
が
長
く
、
近
年
は
健
康
食
品

と
し
て
も
普
及
し
て
い
ま
す
。

飲
食
店
や
小
売
店
向
け
の
直
接

販
売
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
販
売
も
視
野
に
、
販

路
の
拡
大
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

商
店
街
や
地
元
企
業
な
ど
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
お
り
、
農
園
で
生
産
さ
れ
る

い
ち
ご
は
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
る
な

ど
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
美
味
し
い
い
ち
ご
で
た
く

さ
ん
の
人
が
笑
顔
に
な
る
と
い

い
で
す
よ
ね
。」
と
好
雄
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

我
が
町
の
若
き
担
い
手
に
聞
く

　

大
木
水
耕
農
園

�

　
大
木
裕
和
さ
ん
（
東
町
）

　

栗
山
で
水
耕
栽
培
に
取
り
組

む
大
木
裕ひ
ろ

和か
ず

さ
ん
（
32
）。
そ

の
表
情
は
穏
や
か
で
、
訪
問
時

も
気
さ
く
に
応
対
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
ご
本
人
と
ご
両
親
の

家
族
３
人
に
作
業
員
２
人
の
計

５
人
で
、『
リ
ー
フ
レ
タ
ス
』

と
『
ホ
ワ
イ
ト
セ
ロ
リ
』
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
生
産
量
は
一

日
当
た
り
千
株
に
も
及
び
、
そ

の
全
て
を
Ｊ
Ａ
山
武
郡
市
に
出

荷
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

休
業
日
が
あ
る
と
は
い
え
、

常
に
家
族
が
一
緒
の
環
境
下
の

作
業
で
、
ご
苦
労
や
不
都
合
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
と
尋
ね
る
と
、

意
外
や
意
外
！
「
特
に
苦
労
や

困
り
ご
と
は
な
い
で
す
よ
。
家

族
で
す
か
ら
何
で
も
わ
か
る
し

ね
。
気
が
楽
で
す
よ
。
ま
あ
、

強
い
て
言
え
ば
、
他
の
人
と
の

関
わ
り
が
少
な
い
こ
と
く
ら
い

で
す
か
ね
。」
と
、
気
心
が
知

れ
る
家
族
の
温
か
い
関
係
が
見

え
る
言
葉
で
し
た
。

　

農
家
の
若
い
担
い
手
が
少
な

い
中
、
ご
両
親
を
お
手
本
に
後

継
者
の
日
々
を
頑
張
っ
て
い
る

姿
は
、
と
て
も
『
ス
テ
キ
』
で

し
た
。

　

そ
し
て
裕
和
さ
ん
は
、
最
後

に
・
・
・
。「
町
内
の
若
手
担

い
手
同
士
の
交
流
会
を
開
い
て

横
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
ら
、

そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

若
い
人
の
声
を
伝
え
る
機
会
も

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
静
か
な
が
ら
も
力
強
く
、
さ

ら
に
「（
横
の
つ
な
が
り
が
で

き
る
よ
う
、）
町
や
農
業
委
員

会
に
も
是
非
協
力
を
お
願
い
し

た
い
で
す
ね
。」
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

裕
和
さ
ん
を
は
じ
め
農
園
の

み
な
さ
ん
、
今
後
も
お
い
し
い

水
耕
野
菜
づ
く
り
を
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。



横芝光町賃借料情報横芝光町賃借料情報
　令和３年１月から12月までに締結された（公告）賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）は、
以下のとおりとなっております。
　　� 横芝光町農業委員会

＊１　データ数は集計に用いた筆数である。
＊２　賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、物納の条件によって60ｋｇ当たりコシヒカリ10,000円に換算
している。

＊３　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。
＊４　「（参考）横芝光町平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重平均した値である。

締結 ( 公告 ) された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

日吉地区 田 17,500 20,000 10,000 83
畑 19,500 20,000 15,000 10

南条地区 田 10,100 11,700 10,000 13
畑 － － － －

東陽地区 田 13,400 20,000 10,000 16
畑 18,300 21,000 15,000 9

白浜地区 田 15,200 21,400 15,000 35
畑 16,400 20,000 10,000 14

大総地区 田 9,900 10,000 5,500 81
畑 9,700 12,600 5,900 31

横芝地区 田 12,200 15,000 10,000 18
畑 9,200 10,300 8,400 10

上堺地区 田 13,100 15,000 10,000 24
畑 13,300 20,500 7,600 41

（参考）
横芝光町平均

田 13,600 270
畑 13,300 115

令和４年度横芝光町農作業標準賃金及び作業料金表
　この料金表は、農作業をお願いするときの目安となる基準です。
　ほ場条件や倒伏等により作業能率は大きく違いますので、委託者・受託者双方で十分話し合って決
めてください。� 横芝光町農業委員会

農作業一般 1日当り 田 8,800円 実労働時間８時間�
賄評価額は含まない畑 8,100円

水田耕起 （トラクター） ㋐ 10ａ当り 6,200円
畑耕起 （トラクター） 10ａ当り 5,200円
水田代掻き （トラクター） ㋑ 10ａ当り 6,600円
畦塗り （トラクター） 1m当り 38円
育苗 （稚苗） 1箱当り 760円 硬化まで、種籾代金含む

田植 （委託者苗持ち） 10ａ当り 7,900円 苗費及び苗運搬費は含まない
（請負者苗持ち）㋒ 10ａ当り 24,100円 苗 20 箱を基準とする

稲刈 （コンバイン） 10ａ当り 17,600円 乾燥場までの運搬費は含まない
調　　　製（籾摺り） 60ｋｇ当り 640円
色　彩　選　別 60ｋｇ当り 1,000円
乾　燥・調　製（籾摺り） 60ｋｇ当り 2,900円 水分25％を基準（刈取時）
稲刈から乾燥調製まで                   ㋓ 10ａ当り 40,800円 乾燥場までの運搬費は含まない
耕起から乾燥調製まで�
( ㋐㋑㋒㋓の合計 ) 10ａ当り 77,700円 除草剤・肥料・農薬・管理費別

※料金は、区画整理された条件の良いほ場（30a）を想定しています。						    
※乾燥調製、育苗を除く農作業は、オペレーター (1 人 ) 付き料金です。						    
※稲刈りから乾燥調製まで㋓の料金は、稲刈り料金に乾燥・調製 480kg 分の料金を加算した額としています。
※消費税及び地方消費税の額は含みません。						    

農 委 だ よ り（3）



編

集

後

記

広
報
委
員　

佐
久
間　

幸
子

　

三
年
前
に
、
そ
れ
ま
で
手
伝
う
立
場
で

あ
っ
た
夫
が
、
急
遽
両
親
の
後
を
引
き
継
い

で
、
米
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

種
蒔
き
、
田
植
え
に
続
き
、
水
の
管
理
は

大
変
で
す
。
満
面
に
溜
ま
っ
て
い
た
田
ん
ぼ

の
水
が
、
ザ
リ
ガ
ニ
と
モ
グ
ラ
に
穴
を
開
け

ら
れ
、
一
夜
に
し
て
水
が
無
く
な
っ
て
い
た

事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
も
次
第
に
稲
が
成
長
し
、
田
ん
ぼ

一
面
に
緑
の
絨
毯
が
広
が
り
、
風
に
揺
れ
て

波
打
つ
光
景
に
、
私
は
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
お
米
が
出
来
た
喜
び
は
格
別
で

し
た
。
私
も
手
伝
っ
て
み
て
、
改
め
て
米
作

り
の
大
変
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
お
米
の
消
費
が
減
っ

て
い
ま
す
が
、愛
情
込
め
て
作
っ
た
お
米
を
、

多
く
の
方
に
食
べ
て
い
た
だ
け
る
事
が
願
い

で
す
。

　
「
農
委
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
一
同
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員
長　

鈴
木　

忠
夫

広
報
委
員　

長
峯　

高
明

　
　
　
　
　
　

平
山　

雅
英

　
　
　
　
　
　

大
川
戸　

直
美

　
　
　
　
　
　

佐
久
間　

幸
子

農 業 経 営 者  

自 営 業 と の 兼 業 農 家  

農 業 従 事 者  

農 家 の パ ー ト さ ん  
農 地 の 権 利 名 義 を  

持 た な い 畜 産 農 業 者  

農 地 の 権 利 名 義 を 持 た な い  

施 設 園 芸 等 農 業 者 な ど  

     農農業業者者年年金金でで安安心心・・豊豊かかなな老老後後をを  

あ な た の 老 後 生 活 へ の 備 え は 十 分 で す か ？  

老 後 の 備 え は 国 民 年 金 プ ラ ス 農農 業業 者者 年年 金金 が 基 本 で す ！  

６６００歳歳未未満満※1 の国国民民年年金金のの第第１１号号被被保保険険者者なら  

年年間間６６００日日以以上上農農業業にに従従事事していれば誰でも農業者年金に加入できます！  

  

 

 

 

 

 

 

 

編編  
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後後  
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広
報
委
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鈴
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忠
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広
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委
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長
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高
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川
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佐
久
間 

幸
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農 業 者 年 金 のご相 談 は、最 寄 りの農 協 (Ｊ Ａ )か農 業 委 員

会 または農 業 者 年 金 基 金 までお問 い合 わせください。 

【 農 業 者 年 金 基 金  電 話 03-3502-3199】  

  毎 週 金 曜 日 に 発 行  

 購 読 料 は 月 額 700 円 (送 料 ・ 税 込 ) 

購 読 の 申 し 込 み は 農 業 委 員 会 事 務 局 へ ☎ ８ ４ － １ ２ ４ ２  

 

配 偶 者  後 継 者 と そ の 配 偶 者  

◆◆積積 立立 方方 式式 だだかからら自自 分分 ががかかけけたた金金 額額 はは年年 金金 ととししてて生生 涯涯 ももららええまますす  

◆◆通通 常常 加加 入入 のの場場 合合 、、保保 険険 料料 のの額額 はは自自 由由 にに決決 めめらられれまますす  月月 々々２２ 万万 円円 かからら６６ 万万 ７７ 千千 円円 ままでで  

 （ 令 和 ４ 年 １ 月 の制 度 改 正 により、３ ５ 歳 未 満 で要 件 を満 たす方 は、月 々１ 万 円 からの納 付 が可 能 ）  

◆◆終終 身身 年年 金金 。。８８ ００ 歳歳 前前 にに亡亡 くくなならられれててもも死死 亡亡 一一 時時 金金 がが遺遺 族族 にに支支 給給 さされれまますす  

◆◆支支 払払 っったた保保 険険 料料 はは全全 額額 社社 会会 保保 険険 料料 控控 除除 ととななりり、、所所 得得 税税 やや住住 民民 税税 等等 のの節節 税税 ににななりりまますす  

◆◆一一 定定 のの要要 件件 をを満満 たたすす農農 業業 者者 ににはは保保 険険 料料 のの国国 庫庫 補補 助助 ががあありりまますす 

※1 令 和 ４ 年 ５ 月 の制 度 改 正 により、加 入 可 能 年 齢 が２ ０ 歳 以 上 ６ ５ 歳 未 満 まで引 き上 げられます。 

※制 度 改 正 の内 容 によっては、要 件 があります。 

農業者年金のご相談は、最寄りの農協 ( ＪＡ ) か農業委員会
または農業者年金基金までお問い合わせください。

【農業者年金基金　電話 03-3502-3199】
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年年間間６６００日日以以上上農農業業にに従従事事していれば誰でも農業者年金に加入できます！  
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◆◆通通 常常 加加 入入 のの場場 合合 、、保保 険険 料料 のの額額 はは自自 由由 にに決決 めめらられれまますす  月月 々々２２ 万万 円円 かからら６６ 万万 ７７ 千千 円円 ままでで  

 （ 令 和 ４ 年 １ 月 の制 度 改 正 により、３ ５ 歳 未 満 で要 件 を満 たす方 は、月 々１ 万 円 からの納 付 が可 能 ）  

◆◆終終 身身 年年 金金 。。８８ ００ 歳歳 前前 にに亡亡 くくなならられれててもも死死 亡亡 一一 時時 金金 がが遺遺 族族 にに支支 給給 さされれまますす  

◆◆支支 払払 っったた保保 険険 料料 はは全全 額額 社社 会会 保保 険険 料料 控控 除除 ととななりり、、所所 得得 税税 やや住住 民民 税税 等等 のの節節 税税 ににななりりまますす  

◆◆一一 定定 のの要要 件件 をを満満 たたすす農農 業業 者者 ににはは保保 険険 料料 のの国国 庫庫 補補 助助 ががあありりまますす 

※1 令 和 ４ 年 ５ 月 の制 度 改 正 により、加 入 可 能 年 齢 が２ ０ 歳 以 上 ６ ５ 歳 未 満 まで引 き上 げられます。 

※制 度 改 正 の内 容 によっては、要 件 があります。 

　毎週金曜日に発行
　購読料は月額700円(送料・税込)
購読の申し込みは農業委員会事務局へ☎８４－１２４２

農 委 だ よ り （4）

農業者年金で安心・豊かな老後を
あなたの老後生活への備えは十分ですか？

老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です！

農 業 経 営 者  

自 営 業 と の 兼 業 農 家  

農 業 従 事 者  

農 家 の パ ー ト さ ん  
農 地 の 権 利 名 義 を  

持 た な い 畜 産 農 業 者  

農 地 の 権 利 名 義 を 持 た な い  

施 設 園 芸 等 農 業 者 な ど  

     農農業業者者年年金金でで安安心心・・豊豊かかなな老老後後をを  

あ な た の 老 後 生 活 へ の 備 え は 十 分 で す か ？  

老 後 の 備 え は 国 民 年 金 プ ラ ス 農農 業業 者者 年年 金金 が 基 本 で す ！  

６６００歳歳未未満満※1 の国国民民年年金金のの第第１１号号被被保保険険者者なら  

年年間間６６００日日以以上上農農業業にに従従事事していれば誰でも農業者年金に加入できます！  
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農 業 者 年 金 のご相 談 は、最 寄 りの農 協 (Ｊ Ａ )か農 業 委 員

会 または農 業 者 年 金 基 金 までお問 い合 わせください。 

【 農 業 者 年 金 基 金  電 話 03-3502-3199】  

  毎 週 金 曜 日 に 発 行  

 購 読 料 は 月 額 700 円 (送 料 ・ 税 込 ) 

購 読 の 申 し 込 み は 農 業 委 員 会 事 務 局 へ ☎ ８ ４ － １ ２ ４ ２  

 

配 偶 者  後 継 者 と そ の 配 偶 者  

◆◆積積 立立 方方 式式 だだかからら自自 分分 ががかかけけたた金金 額額 はは年年 金金 ととししてて生生 涯涯 ももららええまますす  

◆◆通通 常常 加加 入入 のの場場 合合 、、保保 険険 料料 のの額額 はは自自 由由 にに決決 めめらられれまますす  月月 々々２２ 万万 円円 かからら６６ 万万 ７７ 千千 円円 ままでで  

 （ 令 和 ４ 年 １ 月 の制 度 改 正 により、３ ５ 歳 未 満 で要 件 を満 たす方 は、月 々１ 万 円 からの納 付 が可 能 ）  

◆◆終終 身身 年年 金金 。。８８ ００ 歳歳 前前 にに亡亡 くくなならられれててもも死死 亡亡 一一 時時 金金 がが遺遺 族族 にに支支 給給 さされれまますす  

◆◆支支 払払 っったた保保 険険 料料 はは全全 額額 社社 会会 保保 険険 料料 控控 除除 ととななりり、、所所 得得 税税 やや住住 民民 税税 等等 のの節節 税税 ににななりりまますす  

◆◆一一 定定 のの要要 件件 をを満満 たたすす農農 業業 者者 ににはは保保 険険 料料 のの国国 庫庫 補補 助助 ががあありりまますす 

※1 令 和 ４ 年 ５ 月 の制 度 改 正 により、加 入 可 能 年 齢 が２ ０ 歳 以 上 ６ ５ 歳 未 満 まで引 き上 げられます。 

※制 度 改 正 の内 容 によっては、要 件 があります。 

６０歳未満※1の国民年金の第１号被保険者なら
年間６０日以上農業に従事していれば誰でも農業者年金に加入できます！

◆少子高齢時代に強い「積立方式・確定拠出型」の年金です
◆通常加入の場合、保険料は、月額２万円から６万７千円までの間で自由に決められます
　（令和４年１月の制度改正により、３５歳未満で要件を満たす方は、月額１万円からの納付が可能）

◆終身年金。８０歳前に亡くなられても死亡一時金が遺族に支給されます
◆支払った保険料は全額社会保険料控除となり、所得税や住民税等の節税になります
◆一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助があります
※ 1　令和４年５月の制度改正により、加入可能年齢の上限が６５歳未満まで引き上げられます。
※制度改正の内容によっては、要件があります。


